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1. 背景  
	
 近年、天体物理現象中での粒子加速、宇宙線

輸送等の現象を理解する為、無衝突衝撃波に関

する研究が行われている。無衝突衝撃波の形成

条件については、Drakeらによって定義されて
おり(1)、特に衝撃波速度及び印加磁束密度等の

影響因子に依存している事が分かっている。本

研究では、極超音速流により衝撃波を形成し、

磁場を印加した際のプラズマ流の挙動につい

て評価を行う事を目的としている。 
2. 実験装置  
	
 無衝突衝撃波形成のため、極超音速流の生成

を行う実験装置を図1に示す。本実験では、準
一次元的な衝撃波を形成する為に、テーパー・

コーン型プラズマフォーカス装置(2)を用いてい

る。パルスパワーの投入によりコーン電極下部

で沿面放電が起こり、プラズマシートが形成さ

れる。このシートは、コーン電極に流れる電流

が及ぼす自己磁場による磁気圧によって、衝撃

波を駆動しながらコーン先端へ伝搬していき、

衝突・ピンチされる。この際、一度圧縮され熱

化したプラズマが再度衝撃波を発生させ、アク

リルチューブ内へガイドする。形成した極超音

速流に対し磁場を垂直に印加するため、最大磁

束密度200mTのネオジウム磁石をチューブ根
元から６cmの位置に設置した。プラズマ流の伝
搬を、ストリークカメラにより可視光領域の自

発光計測で行った。 

 
図1. プラズマフォーカス装置 

 
図 2. チューブ内のプラズマ流の観測 

3. 実験結果  
	
 He 雰囲気,チャンバー内ガス圧 2.0,50.0Pa の
条件下においてプラズマ流を生成した際のス

トリーク画像を図 3 に示す。縦軸が観測時間、
横軸がチューブ内領域を表している。観測の結

果、磁石設置付近において衝撃波速度の減速が

確認された(3)。また、プラズマ圧と磁気圧との

比を βとすると、β=5.2×10-3では減速比（（初期

速度－減速後速度）/初期速度）Rr=0.18、β=455
では Rr=0.08と異なる減速効果が確認された。 
4. まとめ  
	
 本実験では、テーパー・コーン型プラズマフ

ォーカス装置を用いて形成した極超音速流に

磁場を印加し、その影響について評価を行った。

観測された衝撃波速度から、β 値の変化により
減速比に違いが生じることが確認された。この

ように磁気圧の効果により、プラズマ流速に変

化が生じることが明らかとなった。今後は、こ

れらの効果と極超音速プラズマ流の磁化率と

の関係を評価する為、プラズマ流内部の磁場の

挙動について測定を行う。 
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